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気を遣
つか

った座り方 

 

 椅子
い す

が横一列に２０脚並んでいます。椅子に座る際
さい

は，となりあって座らないものとします。また，椅子

に新たに座ることができる最も多い人数を残席数とよぶことにします。例えば，椅子にまだ誰も座っていな

い場合，残席数は１０です。また，椅子を１つおきにして１０人が座っている場合，残席数は０となります。 

 

（１）残席数が０のとき，人が座っている椅子の数として考えられる最も少ないものは何脚ですか。また，

そのような椅子の選び方は何通りありますか。 

 

 

（２）３脚の椅子に人が座っています。残席数が最も少なくなるとき，３脚の椅子の選び方は何通りありま

すか。 
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気を遣
つか

った座り方（１）７人，８通り （２）３３６通り 

 

（１）図１のように２脚あけて座った場合，間に人が座ることはできません。図２のように３脚以上あけて

座った場合は間に人が座ることができる，つまり残席があるということになります。 

 

図１          図２ 

 

 

 

 

  また，両端
はじ

については図３のように１脚あいている場合は人が座ることはできませんが，図４のように

２脚以上空いている場合は座ることができます。 

 

図３         図４ 

 

 

 

 

  よって，図５のように両端の椅子を１脚ずつあけ，間は２脚ずつあけて座ると最も人数は少なくなりま

す。 

 

図５ 

 

 

  このとき，一番左と右に座っている２人にはさまれた椅子の数は２０－２×２＝１６，１６÷３＝５余

り１より，   が５回繰り返されてあと１脚が一番右の人との間にあくので，２＋５＝７（人）が最

も少ない人数です。 
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16脚 
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次に，７人座って残席数が０となるような椅子の選び方が何通りあるかを考えます。図５のように両

端のいすをあける場合，一番左の人と一番右の人の間にある１６脚の椅子のうち５脚に人が座り，残り

の１６－５＝１１（脚）を７人の間にある６か所に割り振ると考えると，１１脚＝２脚×５か所＋１脚

×１か所ですから，２・２・２・２・２・１の並びかえで６通りです。 

次に，図６のように片方の端のみ１脚あけると考えると，１８÷３＝６より，残りの１８脚について    

が６回繰り返されて１＋６＝７（人）座るので１通り，左端と右端をあける場合があるので， 

１×２＝２（通り）です。 

 

図６ 

 

 

 

   図７のように両端に人が座る場合，１７÷３＝５余り２より，間の１８脚について   が５回繰り

返されて椅子が２脚あくので，もう１人座ることができてしまい２＋５＋１＝８（人）座ることになる

ため，条件を満たしません。 

 

図７ 

 

 

 

   以上より，６＋２＝８（通り）です。 
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（２）３脚の椅子に人が座っている場合，必ずしも端に近い椅子に座っているとは限らないので，（１）の

ように端の椅子を１つ開けているかどうかで場合分けをするわけにはいきません。よって，図８のよう

に両側と３人が座った椅子の間のＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄの４か所について，椅子が何脚あるかを考えます。 

 

図８ 

 

 

  Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＝２０－３＝１７ですから，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄのうち１つが奇数で３つが偶数であるか，

３つが奇数で１つが偶数であるかのいずれかです。ここでは０も偶数にふくめますが，ＢとＣは０であ

ってはいけません。 

   まず，残席数が最も少ない場合いくつになるのかを考えます。そのために，両側のＡ，Ｄと間のＢ，

Ｃのそれぞれについて，奇数のときと偶数のときで残席数がどのように決まるのかを考えると，以下の

ようになります。 

・Ａ，Ｄが奇数の場合，Ａ÷２－０.５，Ｄ÷２－０.５が残席数 

・Ａ，Ｄが偶数の場合，Ａ÷２，Ｄ÷２が残席数 

・Ｂ，Ｃが奇数の場合，Ｂ÷２－０.５，Ｃ÷２－０.５が残席数 

・Ｂ，Ｃが偶数の場合，Ｂ÷２－１，Ｃ÷２－１が残席数 

以上を踏まえて，次の４通りに場合分けします。 

ＡかＤが奇数で他が偶数の場合 

   Ａを奇数，他を偶数とすると，Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＝１７より，残席数は 

（Ａ÷２－０.５）＋（Ｂ÷２－１）＋（Ｃ÷２－１）＋Ｄ÷２＝（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）÷２－２.５ 

＝１７÷２－２.５＝６です。 

ＢかＣが奇数で他が偶数の場合 

   Ｂを奇数，他を偶数とすると，Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＝１７より，残席数は 

Ａ÷２＋（Ｂ÷２－０.５）＋（Ｃ÷２－１）＋Ｄ÷２＝（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）÷２－１.５ 

＝１７÷２－１.５＝７です。 

ＡかＤが偶数で他が奇数の場合 

   Ａを偶数，他を奇数とすると，Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＝１７より，残席数は 

Ａ÷２＋（Ｂ÷２－０.５）＋（Ｃ÷２－０.５）＋（Ｄ÷２－０.５）＝（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）÷２－１.５ 

＝１７÷２－１.５＝７です。 

ＢかＣが偶数で他が奇数の場合 

   Ｂを偶数，他を奇数とすると，Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＝１７より，残席数は 

（Ａ÷２－０.５）＋（Ｂ÷２－１）＋（Ｃ÷２－０.５）＋（Ｄ÷２－０.５） 

＝（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）÷２－２.５＝１７÷２－２.５＝６です。 

最難関問題 
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   よって，椅子の数がＡかＤが奇数で他が偶数の場合と，ＢかＣが偶数で他が奇数の場合に，残席数は

最も少ない６となります。 

   では，これらの場合に人が座っている３脚の椅子の配置は何通りあるでしょうか。２０－３＝１７（脚）

をＡ～Ｄの４か所に分けるという和分解でも解くことはできますが，奇数・０以上の偶数・２以上の偶

数といった条件が複雑なため，やや面倒です。そこで，残席数の６をＡ～Ｄの４か所に分けることを考

えます。残席数については，Ａ～Ｄのいずれにおいても０以上の整数であるという条件しかありません。 

  ６＝６＋０＋０＋０…並びかえて４通り 

   ＝５＋１＋０＋０…並びかえて４×３＝１２（通り） 

   ＝４＋２＋０＋０…並びかえて４×３＝１２（通り） 

   ＝４＋１＋１＋０…並びかえて４×３＝１２（通り） 

   ＝３＋３＋０＋０…並びかえて
４×３

２×１
＝６（通り） 

   ＝３＋２＋１＋０…並びかえて４×３×２×１＝２４（通り） 

   ＝３＋１＋１＋１…並びかえて４通り 

   ＝２＋２＋２＋０…並びかえて４通り 

   ＝２＋２＋１＋１…並びかえて
４×３

２×１
＝６（通り） 

  以上を加えると，４×３＋６×２＋１２×３＋２４＝８４（通り）です。この８４通りが，Ａが奇数で

他が偶数の場合・Ｄが奇数で他が偶数の場合・Ｂが偶数で他が奇数の場合・Ｃが偶数で他が奇数の場合

の４つの場合に成り立つので，８４×４＝３３６（通り）です。 
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